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子宮筋腫核出術後妊娠 25 週に子宮破裂をきたした 1 例	 
A case of uterine rupture at 25 weeks of 
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39 歳	 、未経産婦、36 歳時に開腹下に子宮筋腫
核出術の既往歴あり。(38 個計 410g 核出)	 




手術とした。児は 994g、Apgar	 Score は１分値	 
1 点、5 分値 1 点	 、臍帯血動脈 pH	 6.980。児
娩出後、子宮を挙上したところ、子宮後壁左側
に縦方向に約 7cm の裂傷を認めた。子宮を温存
し、閉腹。総出血量は 2727g。総輸血量は RCC	 
8 単位、FFP	 6 単位であった。術後の経過は良










子宮破裂は、非瘢痕子宮では 0.005%	 、約 2	 









39 歳	 、未経産婦。	 	 
既往歴：36 歳時開腹下に子宮筋腫核出術。	 
(38 個計 410g 核出	 当院)	 
手術前の MRI 画像を図 1 に、手術 18 ヵ月後
の経腟超音波画像を図 2 に示す。	 
生活歴：特記事項なし。	 
現病歴：手術 3 年後に自然妊娠。	 
妊娠 24 週より子宮収縮の訴えがあり、塩酸
リトドリンの内服を開始。	 
妊娠 25 週 5 日朝自宅で突然の下腹痛を発症。	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外来時現症：身長 159cm、体重 55.0 ㎏、	 
意識清明、顔面蒼白、四肢末梢に冷感あり。	 
強い下腹部痛を認めた。	 
血圧 75/35mmHg、心拍数 81 回／分、	 
ショックインデックス 1.08。	 












開にて娩出。児は 994g、Apgar	 Score は１分値	 
1 点、5 分値 1 点	 、臍帯血動脈 pH	 6.980。	 
総合周産期センターへ新生児搬送された。	 
児娩出後、子宮を挙上したところ、子宮後壁	 




総輸血量は RCC	 8 単位、FFP	 6 単位であった。	 
その術後の経過は良好で，術後 8 日目退院と
なった。	 
	 退院後経過：手術 1 年後に，修復した子宮	 





いる。児は出生後約 4 ヵ月後に退院している。	 
	 























図 5	 術中写真：子宮後壁左側に縦方向に	 
約 7cm の裂傷を認める。（矢印）	 
	 



































その破裂時期に関しても妊娠 20 週台や 30 週前
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